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Ⅰ．はじめに
ロシアのエネルギー資源輸出の東方シフト（アジア・太平洋地域市場の開拓
と強化）では，石油とガスに注目が集まるが，石炭部門にとっても当該市場の
重要度は高い。それは，アジアの経済成長に伴って発電量が増大し発電燃料と
しての石炭の役割（シェア）が依然として高いからである（傾向としては，発
電燃料に占める石炭のシェアは低下していくと予測されているが）。他方ロシ
アでは石炭の生産高は増加し続けると予測されているが，国内需要の増加はあ
まり期待できない。このような状況から，石炭をアジア・太平洋地域諸国へ輸
出する必要性が高くなる。
そこで本稿では，まずアジア・太平洋地域における石炭の重要性を確認して
いく。ついでロシアの石炭部門の動向と輸出状況について見ていく。
Ⅱ．エネルギー資源としての石炭
日本の日常生活では石炭を目にすることはほとんどなく，過去のエネルギー
資源と考えられているが，日本も含めて世界的にも石炭は依然として重要なエ
ネルギー資源として利用されている。
表－１から明らかなように，世界では１次エネルギー需要のうち 27％が石
炭であり，発電源の 44％を占めている。2040 年にはシェアを低下させるが，
それでも１次エネルギー需要の 22％と発電源の 33％を占めると予測されてい
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る。アジア・太平洋地域ではそのシェアは一層高く，１次エネルギー需要の
49％，発電源の 68％を占めている。2040 年にはシェアの低下が想定されてい
るが，それでも１次エネルギー需要の 39％と発電源の 49％を占める。中国に
ついては石炭の重要度は一層高く，１次エネルギー需要の 65％，発電源では
80％となっている。2040 年にはシェアを低下させるが，それでも１次エネル
ギー需要の 45％，発電源の 53％を占める。
現在の世界の流れが脱化石燃料と再生可能エネルギーの強化であることは，
周知のとおりである。おそらく 21 世紀の後半あるいは 21 世紀末には，再生可
能エネルギーを中心的なエネルギー源とした社会となるであろう。また環境へ
の負荷を考えると，石炭の使用・シェアを減少させていくことは世界的な趨勢
と言える。
ただし近い将来（2020 ～ 2030 年代）に関しては，世界においてもアジア・
太平洋地域においても発電源に占める石炭の役割は小さくない。日本も発電源
に占める石炭のシェアは 37％であり，2040 年にも 23％を占めると予測されて
いる。（1）
したがって 21 世紀前半において，環境への負荷が大きいから石炭火力発電
を全廃するとなると，それはアジア・太平洋地域の人々に「電気を使用するの
をやめなさい」ということになる。当然ながら，非現実的な施策である。そこ
で 21 世紀前半は，環境への負荷を抑えながら（クリーン・コール・テクノロジー
の導入・推進等），石炭を利用していくことが現実的な施策となる。
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表－１．世界，アジア・太平洋地域，中国のエネルギー需要の動向
a. 世界
エネルギー需要
（石油換算　100 万トン）
シェア（％）
年平均
増加率
（％）
2015 2016 2025 2035 2040 2016 2040 2016-40
一次エネルギー
需要　計
13,633 13,960 15,182 16,806 17,584 100 100 1.0
石炭 3,839 3,755 3,842 3,909 3,929 27 22 0.2
石油 4,327 4,388 4,638 4,764 4,830 32 27 0.4
ガス 2,938 3,107 3,436 4,068 4,356 22 25 1.6
原子力 671 681 839 949 1,002 5 6 1.6
水力 334 350 413 499 533 3 3 1.8
バイオ 1,326 1,354 1,530 1,721 1,801 10 10 1.2
その他の再生可
能エネルギー
200 225 440 896 1,133 2 6 7.0
発電源　計 5,186 5,252 5,809 6,656 7,094 100 100 1.3
石炭 2,368 2,324 2,338 2,352 2,351 44 33 0.0
石油 277 275 200 152 137 5 2 -2.9
ガス 1,203 1,257 1,340 1,577 1,682 24 24 1.2
原子力 671 681 839 949 1,002 13 14 1.6
水力 334 350 413 499 533 7 8 1.8
バイオ 171 182 264 362 418 3 6 3.5
その他の再生可
能エネルギー
162 183 416 765 971 3 14 7.2
b. アジア・太平洋地域
エネルギー需要
（石油換算　100 万トン）
シェア（％）
年平均
増加率
（％）
2015 2016 2025 2035 2040 2016 2040 2016-40
一次エネルギー
需要　計
5,606 5,699 6,679 7,684 8,068 100 100 1.5
石炭 2,784 2,772 2,929 3,078 3,107 49 39 0.5
石油 1,380 1,418 1,631 1,780 1,817 25 23 1.0
ガス 581 607 809 1,074 1,815 11 15 2.8
原子力 111 123 307 430 469 2 6 5.7
水力 134 142 169 211 227 2 3 2.0
バイオ 524 532 579 645 681 9 8 1.0
その他の再生可
能エネルギー
93 105 256 465 582 2 7 7.4
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発電源　計 2,265 2,331 2,851 3,457 3,704 100 100 1.9
石炭 1,578 1,593 1,682 1,791 1,816 68 49 0.5
石油 65 63 44 34 28 3 1 -3.4
ガス 257 271 324 419 458 12 12 2.2
原子力 111 123 307 430 469 5 13 5.7
水力 134 142 167 211 227 6 6 2.0
バイオ 57 64 117 177 209 3 6 5.1
その他の再生可
能エネルギー
64 75 209 394 499 3 13 8.2
c. 中国
エネルギー需要
（石油換算　100 万トン）
シェア（％）
年平均
増加率
（％）
2015 2016 2025 2035 2040 2016 2040 2016-40
一次エネルギー
需要　計
2,990 3,006 3,439 3,742 3,797 100 100 1.0
石炭 1,992 1,957 1,908 1,803 1,706 65 45 -0.6
石油 538 552 676 716 716 18 19 1.1
ガス 160 172 309 428 469 6 12 4.3
原子力 45 56 166 261 287 2 8 7.1
水力 96 102 108 125 130 3 3 1.0
バイオ 114 112 131 169 192 4 5 2.3
その他の再生可
能エネルギー
46 55 141 240 297 2 8 7.3
発電源　計 1,272 1,303 1,558 1,805 1,871 100 100 1.5
石炭 1,047 1,042 1,034 1,025 984 80 53 -0.2
石油 7 7 7 6 5 1 0 -1.5
ガス 34 41 93 129 142 3 8 5.3
原子力 45 56 166 261 287 4 15 7.1
水力 96 102 108 125 130 8 7 1.0
バイオ 23 28 51 78 93 2 5 5.1
その他の再生可
能エネルギー
20 27 100 182 230 2 12 9.4
（出所）World Energy Outlook 2017, IEA, p. 648, 696, 700. より作成
Ⅲ．ロシアの石炭部門
ロシアの石炭部門の動向（2008 ～ 2015）は，以下のとおりである。（2）
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採炭量：14％以上増加
国内需要：14％低下
輸出量：1.7 倍に増加
この時期に採炭量が増加した要因としては，以下のような点があげられて
いる。（3）
（1）　エリギン炭田の開発，バム鉄道とつながる鉄道の建設
（2）　ザバイカルのアプサットの開発
（3）　イナグリ，ウルガリ石炭コンプレクスの継続的発展
（4）　エレゲス，ウルクーヘムスク（トゥィバ共和国）の開発の開始
（5）　エルコベツ，ゲルブカノーオゴジンスク炭田（アムール州）の開発
このように国内需要が減少するなか，生産と輸出が増加していった。この傾
向は，今後も続くと想定されている。表－２から明らかなように，採炭量は 1.14
～ 1.34 倍に増加し，輸出量も 1.17 ～ 1.65 倍へ増加すると見込まれている。他
方国内需要は，1.08 ～ 1.12 倍，火力発電所からの需要は 1.17 ～ 1.24 倍程度の
増加と想定されている。
表－２．ロシアの石炭部門の現状と発展予測（100 万トン）
指標 2010 2015 2020 2025 2030
採掘量 323 358 380 ～ 425 400 ～ 450 410 ～ 480
納入量 300 322 338 ～ 375 360 ～ 405 369 ～ 432
　そのうち　国内需要 184 177 180 ～ 183 185 ～ 195 192 ～ 199
　　そのうち　発電所向け 102 94 93 ～ 96 100 ～ 110 110 ～ 117
輸出量 116 145 158 ～ 195 165 ～ 220 170 ～ 240
（出所）　Тугов А. Н., Майданик М.К., Угольная электроэнергетика в России :
　　　　Состояние и перспективы,《Электрические Станции》, 2017, № 12, с. 8.
　　　　より作成
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根本的な要因は，ロシアの発電源の中心がガスであり（発電源の 47％），ガ
スの価格と石炭の価格の比率がほぼ１：１というガスの相対的低価格が政策的
に設定されてきたことである。（４）つまり電力部門にとっては，ガスを利用す
る方が有利となる。その結果増産された石炭は輸出，特にアジア・太平洋地域
に向かうことになった。
つぎに，世界の石炭貿易におけるロシアとアジア・太平洋地域の位置を見て
おきたい。
表－３に示されるように，ロシアは 1.71 億トンの石炭を輸出する世界第３
位の輸出国であり，世界の石炭輸出総量に占める割合は 12.8％である。他方輸
入国を見ると（表－４），上位５ヶ国をアジア地域が占めており，これら５カ
国の輸入量は 8.45 億トンとなり，世界の総輸入量の 63.5％を占める。アジア
地域は世界の石炭輸入量の 60％をこえる大口の石炭輸入地域である。ここか
ら，国内需要が伸び悩むなかで採炭量が増加したロシアが，アジア・太平洋地
域を戦略的に重要な輸出地域と定めたことは当然のことと言える。　
表－３．石炭の主要輸出国（2016　100 万トン）
輸出国 輸出量
オーストラリア 389.3
インドネシア 369.9
ロシア 171.1
コロンビア 83.3
南アフリカ 76.5
アメリカ 54.7
オランダ 40.6
カナダ 30.3
モンゴル 25.8
カザフスタン 25.7
その他の国々 66.3
世界　計 1333.5
（出所）　Coal Information 2017, IEA, p. Xiii より作成
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表－４．石炭の主要輸入国（2016　100 万トン）
輸入国 輸入量
中国 255.6
インド 200.1
日本 189.4
韓国 134.5
台湾 65.6
オランダ 55.5
ドイツ 53.6
トルコ 36.2
マレーシア 28.9
ロシア 24.0
その他の国々 287.9
世界　計 1,331.3
（出所）　Coal Information 2017, IEA, p. Xiii より作成
実際，ロシアの主要な石炭輸出先（上位 10 ヶ国）のうち，５ヶ国がアジア・
太平洋地域の国々であり，上位３ヶ国は北東アジア地域（韓国，日本，中国）
である（表－５）。これら５ヶ国の輸入量を合わせると 7092 万トンになり，ロ
シアの総輸出量の42.7％となる。つまりロシアの石炭輸出量の約半分がアジア・
太平洋地域に向けられている。
表－５．ロシアの石炭輸出相手国（СНГ諸国を除く　2016　1000 トン）
輸出相手国 輸出量
韓国 24,757
日本 18,544
中国 15,982
トルコ 11,478
英国 11,110
オランダ 9,196
ドイツ 8,522
台湾 7,626
ポーランド 5,268
ベトナム 4,015
総輸出量 166,117
（出所）Внешняя торговля стран Содружества Независимых Государств 2016.
              с. 218. より作成
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Ⅳ．結びにかえて
すでに述べたように，現在の世界の流れは脱化石燃料であり再生可能エネル
ギー利用の強化である。おそらく 21 世紀の後半あるいは 21 世紀末には，再生
可能エネルギーが中心的なエネルギー源となっているであろう。石炭は，主要
な発電源というポジションから降りている可能性が高い。しかしながら近い将
来（21 世紀前半，ロシアのエネルギー戦略が想定している 2035 年）では，石
炭は発電燃料として有力なポジションを依然として維持しているであろう。特
にアジア・太平洋地域では，発電源として石炭火力発電所は重要な存在であろ
う。したがって，有力な石炭の純輸出国であるロシアが石炭の増産とアジア・
太平洋地域への輸出強化を目指す戦略は，21 世紀前半という時期に限れば妥
当な方向と言える。（5）
（注）
（1）World Energy Outlook 2017, IEA, p. 708.
（2）Проект Энергостратегии Российской Федерации на период до 2035 года ( редакция от 
01.02.2017 ), с.28-29.  
http://minenergo.gov.ru./node/1920
　　最近のロシアの石炭産業の状況については，坂口　泉「2017年のロシアの石炭産業―シ
ベリア・極東の動きを中心にー」, ロシアNIS調査月報７月号 , ロシアNIS貿易会，2018年，
参照。
（3） Там же, с.28.
（4）拙稿「ロシアの石炭火力発電の現状と展望」, 『富大経済論集』，第60巻，第１号，2014.；
Тугов А.Н., Майданик М. Н., Угольная электроэнергетика в России : Состояние и перспективы, 
《Элекрические Станции》, № 12, 2017. 参照。
（5）アジア・太平洋地域での有力な新市場として，インド，マレーシア，ベトナムがあげられ
ている。Проект Энергостратегии Российской Федерации на период до 2035 года  ( редакция от 
01.02.2017 ), с.7.
　　エネルギー・レボリューション（энергетическая революция）の進展によって，炭化水素
優位の状況が揺らいでいくことをロシアも認識している。だが同時に，2035年までは炭化
水素（化石燃料）優位の状況が継続・維持されると想定している。また発電に関しても，当
該期間においては大型発電所による集中的な電力供給方式が基本的な方法として機能すると
の認識である。Там же, с.8-9.
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　BPも，2040年までアジア地域において石炭需要が増大し，石炭が主要な発電源として機
能し続けると想定している。
BP Energy Outlook 2018
 https://www.bp.com/en/global/corporate/energy-economics.html
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